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研究主題  意欲的に遊ぶ幼児を育てる 

        ～「遊び出し」の場面に着目して～ 

 

Ⅰ 研究主題設定の理由 

 幼児期は、生活を通して様々な人との関係を築き、物事への興味・関心を広げ、自分から周

囲の環境に関わる力を育む重要な時期である。幼児を取り巻く環境は日々変化し多様化してお

り、幼児期の教育には、幼児がこれらの力を着実に身に付け、これからの時代を生きる力の基

礎を培うことが求められている。 

 幼稚園教育要領には、「幼児の自発的な活動としての遊びは、心身の調和のとれた発達の基礎

を培う重要な学習であることを考慮して、遊びを通しての指導を中心として第２章に示すねら

いが総合的に達成されるようにすること」（第１章総則 第１）と記されている。 

幼児は、遊びの中で自ら周囲の環境に働き掛け、試行錯誤を繰り返し、発達に必要なものを

獲得しようとする。教師は、発達に即した保育のねらいに基づき、幼児の自発的な遊びを促す

環境を構成し、幼児の思いやしたいことを十分に引き出し、意欲的に遊ぶ幼児を育てたいと考

えている。そのために、幼児が周囲の環境に興味・関心をもち、「遊びたい」「やってみよう」

と心を動かす場面を生み出すことに注力している。しかし、「何となく遊具や絵本を手に取って

みる」「教師や友達といることで安心している」など、本当にしたいことに気持ちが向いていな

かったり、なかなか遊びが見付からなかったりする幼児の姿も見られる。このような幼児に対

し、日々援助の工夫と改善に努めているが、有効な手立てを見付けることは容易ではない。 

そこで今回、私たちは、幼児の「遊び出し」の場面に着目することで幼児が心を動かす瞬間

を的確に捉え、効果的な援助ができるのではないかと考えた。「遊び出し」の場面から、幼児の

意欲が高まる過程やそのために必要な経験、教師の援助について分析し、幼児が意欲的に遊ぶ

姿を引き出すための環境構成や教師の援助を探りたいと考え、本主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究の視点 

・ 幼児の遊ぶ姿を分析し、「意欲の構造」や「意欲に関わる発達の過程」を明らかにする。 

・ 幼児が意欲的に遊ぶ姿を引き出す環境構成や教師の援助を探る。 

 

Ⅲ 研究仮説 

 教師が「意欲に関わる発達の過程」を踏まえた意図的な援助を行うことにより、意欲的に遊

ぶ幼児が育つであろう。 
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Ⅳ 研究方法 

・ 先行研究及び事例研究を通して、「意欲の構造」及び「意欲に関わる発達の過程」を明らか

にする。 

・ 「意欲に関わる発達の過程」を踏まえ、具体的な教師の援助を明らかにする。 

・ 検証保育を通して、意欲的に遊ぶ幼児を育てるための教師の援助を探る。 

 

Ⅴ 研究の内容 

１ 本研究における文言の定義 

（１）「意欲的に遊ぶ幼児」とは 

 私たちが捉える幼児の実態から、まず「課題と感じる幼児の姿」がどのようなものであるか

を話し合った。そして、それに対して「目指す幼児像」が何であるかを導き出すとともに、本

研究において、私たちが目指す「意欲的に遊ぶ幼児」像を共通理解し、定義付けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

（２）「遊び出し」とは 

 意欲の構造を理解するとともに、幼児の「遊び出し」の場面に着目することで、意欲的に遊

ぶ幼児を育てるための援助の手立てを見いだすことができるのではないかと考えた。本研究で

考える「遊び出し」とは、「自分なりの思いをもって動き出すこと」であると共通理解し、定義

付けた。 

 

２ 意欲の構造 

幼児が意欲的に遊ぶには、「なんだろう」「やってみたい」など自らの心の中で動く気持ち＝

「内発的動因」と、興味を引く物や教師の関わり、友達からの刺激など＝「外的誘因」が深く

関わっている。先行研究をもとに、この２点に着目して事例分析を行ったところ、基盤として

生活の自立や教師との信頼関係などの「心の安定」が重要であることが分かった。これらの関

係を図１「意欲の構造」として示した。 

目指す幼児の姿 

・ 心を動かして遊んでいる。 
・ 自分の思いを動きや言葉で表している。

・ 「楽しい」「気持ちがいい」などの快感

情を味わっている。 
・ 「やってみよう」という気持ちや遊びの

目的をもっている。 
・ 遊びの続きをしようとしている。 
・ 試したり工夫したりしている。 
・ 諦めずに挑戦している。 

課題と感じる幼児の姿 

・ 自分の思いを出さない。 
・ 受身的である。 
・ 物事への興味・関心が弱い。 
・ 自分の遊びが見付からない。 
・ 教師や友達と一緒にいることで

安心を求めている。 
・ 自分本位の言動が見られる。 

自分の思いをもち、言葉や動きで表して遊ぶ幼児 
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図１ 意欲の構造 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

意欲の基盤となるもの 

心の安定 
生活の自立・友達との関係・自信 

外的誘因 

意欲的に遊ぶ 

物・場 
・興味・関心を誘発する物や場 
・疑問 
・予想外の発見 
・応用の可能性 
・少し難しい課題 

教師 
・見守り ・励まし 
・助言  ・受容 
・共感  ・承認 
・提示 
・技術面の支援 

友達 
・共鳴   ・誘い掛け 
・共感   ・所属意識 
・承認   ・共通意識 
・仲間意識 ・競争意識 

内発的動因

 

知的面 
・先行経験の応用 
・興味・関心 
・探究心  ・表現欲 
・想像力  ・模倣意識 
・課題意識 

情的面 
・安定  ・共鳴 
・成功感 ・期待感 
・満足感 ・爽快感 
・必要感 ・充実感 
・解放感 ・スリル感 

自分の思いをもつ 

動きや言葉に出す 

遊び出し 
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３ 意欲に関わる発達の過程 
「意欲の構造」をもとに自分の思いを出し、目的をもって遊ぶようになった幼児の心の動き

と教師の援助を分析した。（実践事例） 
 学級の友達の遊ぶ姿をそばで見てはいるが、遊び出すことのないＡ児に対して、心の動きを

捉え、教師が読み取り「意欲の構造」にあてはめ分析・考察を行った。行動として表れない幼

児の姿には、幼児の心の中に自分の思いをため込んでいる時期があり、その状態のときにも様々

な意欲の要因があることが分かった。 
事例「忍者の剣作りたいな」 ２年保育４歳児 ６月 
     幼児の姿         Ａ児の心の動きを捉える    教師の援助を捉える 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

 

興味・関心 

友達がしていること

への興味。

教師の読み取り 
友達のそばで見て興味

を示している。自分の剣が

欲しいのかもしれない。 
見守り 

Ａ児の思いを受け止め、

行動する時を待つ。

教師の読み取り 
Ａ児の興味をもってい

る物を見取り、同じように

自分の物を作って遊びた

いのではないか。 
助言 

自分の剣を作らないか

と誘う。 

模倣意識 
丸めた剣に牛乳パッ

クでつばを付け、友達と
同じように作りたいが、
どうやってつけるかわ
からない。 

少し難しい課題 
どうしたらセロハン

テープが貼れるかな。 

期待感 

今度は上手くいくか

な。

教師の読み取り 
紙を細く巻くことがで

きないようだ。 
技術面の支援 

幼児が作りやすいよう

に援助する。 

教師の読み取り 
巻いた紙を持ちながら

セロハンテープを止める

ことができないようだ。 
助言、見守り 

自分でできる方法を知

らせ、できるか見守る。 

模倣意識 

丸めた剣につばを付

け、友達と同じように作

るために牛乳パックを

持ってくるが、どうやっ

て付けるかが分からな

い。 

教師の読み取り 
同じようにする材料は

分かったが、作り方が分か
らずにいる。 
技術面の支援 
 Ｂ児のやり方を知らせ、
援助する。 

少し難しい課題 

広告紙を丸めて剣を

作りたい。 

前週から忍者ごっこが始まり、忍

者の変身グッズを作り、身に付ける

ことが学級に広まっていた。Ａ児は

忍者ごっこをしている幼児の様子

をそばで見ている。教師は何度か誘

ってみたが首を横に振りやろうと

はしなかった。 
忍者の剣やお面を付けたＢ児や

Ｃ児が、積み木やゴザで忍者の家を

作る。戦いごっこをしたり、「修行

だぞ。」と言って、忍者ごっこをし

ている様子を、Ａ児はそばで見てい

る。 

教師が「Ａさんも自分の剣を作

る？」と言うと、Ａ児はうなずく。

①教師は広告紙を用意し、「剣を作

るのに、紙を丸めることができ

る？」と問い掛けると首を振った。

「一緒に丸めようか？」とＡ児の背

後から手を添え一緒に丸める。②丸

め終わり、端をセロハンテープでと

めようとするが、ずれて膨らんでし

まう。思うようにいかず教師の顔を

見る。「太くなってしまったね。も

う一度丸める？」と問い掛け、今度

は膨らんでしまいそうなときに手

を添え「端を押さえていないとね。」

と伝える。 

次につばの部分を作ろうと牛乳

パックを持って来て教師の顔を見

る。③「どうやってつけたいの？」

と聞くと、「ここにつける。」と指を

差し、教師に伝える。教師は牛乳パ

ックを切り「こうでいい？」と牛乳

パックの間に剣を通し、セロハンテ

ープで固定しやすいように押さえ

るとＡ児はセロハンテープで貼る。 
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 幼児の姿         Ａ児の心の動きを捉える   教師の援助を捉える 

 
    

 
  
 
 
 

   
 
 

  
 
 
 
 
（考 察） 
・Ａ児は友達のしていることを近くで見ているが、教師が誘っても首を横に振って入ろうとし

なかったので、教師はＡ児が自分から動き出すときを探っていた。 
・学級の中で忍者ごっこが始まり、友達が剣や手裏剣などを作るのをＡ児は近くで見ていた。

興味をもっていたことを捉え、教師は同じように遊びに必要な物を作って遊び出せるように

助言するなどの援助をするがＡ児はやろうとはしなかった。Ａ児は友達が忍者グッズを身に

付け忍者の家を作ってごっこ遊びをする様子をそばで見て、自分も一緒に遊んでいる気持ち

になって期待を高めていたと考える。教師の見守る援助は、この溜め込みの時期を支え、意

欲的に遊び出す幼児の姿につながったと考える。 
・数日間忍者ごっこを見て期待感を高めていたＡ児の思いをくみ取り、タイミングよく製作に

誘ったり、難しさを感じる課題に適切な技術的な支援をしたりしたことで、Ａ児が自分の思

いを出しながら忍者ごっこをするという目的をもって遊ぶ姿につながったと考える。 
・自分の物を作った喜びが仲間に入って遊ぶきっかけとなり、友達から同じ物を持っている仲

間として承認され、その後も忍者ごっこを楽しむことができた。 
・下線部①～⑤のように、教師が誘い掛け、一緒に剣を作ったことがきっかけとなり、次に作

りたい物を表現し、材料を持って来たり、自分でお面を作り出したりしている。自分から遊

び出すことが、次の意欲や自信につながっている。 
 

その他の事例も同様に分析したところ、学年や時期で幼児の意欲が高まる過程やそのために

必要な経験、教師の援助に違いが見られた。そこで意欲に関わる発達の道筋を明らかにするた

め、「意欲の構造」にある内発的動因、外的誘因、及び具体的な環境の構成、教師の援助を視点

に事例分析を行ったものを表１にまとめた。 

模倣意識 

友達がしていたことを

思い出し、必要な材料を使

って同じように作りたい。

承認 
 忍者ごっこをしている
友達の所へ行き、作った物
を見せて、承認を求める。

満足感 
でき上がるとすぐに身

に付け、次に必要なお面は
自分の力で作る。

教師の読み取り 
Ｂ児たちがしていた

ことをよく見ていて、必

要な材料や置いてある

場所もよく分かってい

る。 
見守り、技術面の支援 

 Ａ児が自分なりに考

えて行動に移している

姿を見守り、困っている

様子が見られたら援助

共鳴 
 同じ物を持っているこ
とで、仲間として受け入れ
られる。 

次は「これ。」と剣を入れる鞘
さや

を

作りたいことを教師に伝える。④ 

教師は材料を一緒に探し、箱に紐を

付けやすいように手伝う。Ａ児はで

き上がった剣を鞘
さや

に納めて肩から

掛けると、お面ベルトの紙を持って

来てクレヨンで模様を描く。⑤ 
 

お面も身に付けるとＢ児、Ｃ児の

忍者の家のそばに行く。Ｃ児がＡ児

に気付き、剣を当ててくると、「こ

れは強い剣なんだぞ。」と言って剣

を見せる。Ｃ児が「入る？」と聞く

とＡ児はうなずき忍者の家に入る。 
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表１－１ 意欲に関わる発達の過程 ＜３歳児＞ 

 

 

 

 

 

 

 

・ 家庭で親しんでいる遊具を用意する。 

・ 目につきやすく、触れることのできるところに遊

具を用意する。 

・ 自分の遊ぶ場を囲える仕切りを用意する。 

・ 感触を楽しむ遊具や素材を用意する。 

・ したい遊びを十分に楽しめる場や時間を確保する。 

・ 自分なりの動きが出せる遊びや活動を取り入れる。 

・簡単に作成でき、すぐに遊びに使

・したい遊びが始められるように遊

・見立てたり、身に付けてなりきっ

 用意する。 

・季節の変化に気付くよう自然物を

・繰り返し好きな遊びができるよう

 

・ 一人一人の気持ちに寄り添い、名前を呼ぶ、個別

に関わるなどしていつも見守られている安心感が

もてるようにする。         ＜受容＞

・ 親しみのもてる遊具を用意する。   ＜提示＞

・ 興味がもてるような遊具で一緒に遊び、遊び出し

のきっかけを作る。         ＜提示＞

・ 幼児と一緒に動いて遊ぶ楽しさを引き出す。 
＜提示＞

・ 思いや動きを言葉や表情で受け止める。 
          ＜見守り、励まし、承認＞ 

・ 幼児の遊ぶ姿、見立てを認める。 
             ＜見守り、承認＞ 

・繰り返し遊ぶ楽しさに共感し、十

・思いを言葉や動きで表現できるよ

・自分なりに思いを言葉や行動に表

・自分の思う物を形にしたり、見立

の思いを形に表して提案したりす

・幼児の作りたい物、イメージする

・幼児の作った物や、見立てた物で

・イメージに共感したり具体的に伝

げる。＜共感、助言＞ 
・幼児と一緒に動いたり、踊ったり

・遊びに必要な道具や適した場を知

安定 

興味・関心 

表現欲 

・なりきって動く。   ・自分のイメージを体で表現する。

共鳴 

・近くにいる幼児と同じ

ことをする。 

想像力 

・身近にある物を使って見立てる。

模倣意識 

・教師の遊びをまねて遊ぶ。 

・好きな遊具や用具で遊ぶ。・教師の作った場や物で遊ぶ。 ・自分で作った物で遊ぶ。

・安心できる場で過ごす。 
・家庭で経験したことのある遊具で遊ぶ。

・教師と一緒に過ごすことを喜ぶ。 

・教師の作った場で遊ぶ。 
・自分の思いを動きや言葉で教師に受

け止めてもらう。 

・同じ場にいる友達や教

師と関わって遊ぶ。
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える素材を用意する。 

具や場を整える。 

たりできるような素材や遊具などを 

 

目につくようにする。 

場や遊具を確保する。 

・ 周囲の幼児が行っている遊びや、互いの動きを見ることので

きるような空間や場を整える。 

・ 気に入った友達と一緒にいられる空間を確保する。 

・ 様々に見立てたり、簡単に作ったりできるような素材を用意

する。 

・ 友達と同じ物を持ったり身に付けたりできるよう十分な数の

遊具を用意する。 

・ 友達と同じ動きが楽しめる遊びや素材を用意する。 

分に時間を保障する。  ＜受容、承認＞ 

うに援助する。    ＜受容、励まし＞ 

して遊ぶ姿を認める。＜見守り、励まし＞ 
てて遊んだりしている姿を認めたり、幼児 

る。        ＜承認、助言＞ 

物を形にする。＜助言、技術面の支援＞ 

遊ぶ。           ＜承認＞ 
えたりして、個々のイメージを遊びにつな 
 

する。         ＜承認、提示＞ 

らせる。           ＜助言＞ 

・ 友達と一緒にいる姿、遊びを楽しんでいることを受け止め

る。                    ＜承認＞ 
・ 友達と同じ物を持ったり、同じ動きをしたりすることを認め

たり、互いに喜んだりできるように気持ちに気付かせたりす

る。                    ＜承認＞ 
・ 友達との遊びの中で、それぞれの思いを出している姿を認め

たり、思いを引き出すように関わったりする。 ＜受容＞ 
・ 同じ場で遊びを楽しめるよう媒介をする。＜受容、共感＞ 
・ 言葉でのやり取りを楽しめるよう、互いの言葉に耳や気持ち

を傾けられるよう仲介をする。    ＜受容、励まし＞ 

 

・友達と同じ場で動きをまねたり同じように動いたりして遊ぶ。 

・友達と同じ場で遊ぶ中で自分なりの

動きを出す。 

・友達のしている遊びや持っている物

に興味をもち関わりながら遊ぶ。 

・身近にある素材や材料を自分な

りに選び作ることを楽しむ。 

 ・遊具や素材を自分の思う

物に見立てる。 

・自分の好きな遊びを繰り返す。 

・一緒に遊びたい友達と同じ場で遊ぶ。 
・友達と同じことがしたいという気

持ちをもち、一緒に遊ぼうとする。
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表１－２ 意欲に関わる発達の過程 ＜４歳児＞ 

 

(
) 

 

 

 

 

(
)

・自分で身支度をしたり遊び出したりできるような、分かりやすい環境を作る。 
・遊びの空間や遊具の数を十分に用意する。 
・簡単にまねて作ることができる材料を十分に用意する。  

 

・スキンシップを図ったり一緒に遊んだりして、

安心して過ごすことができるような場や遊び

を見付けられるようにする。 
＜受容、承認＞

・進級児・新入園児それぞれの幼児の実態やペ

ースに寄り添い、言葉を掛けたり援助をした

りする。         ＜受容、承認＞

・親しみをもった友達と同じ場で過ごしたり、

同じ遊びをしたりしていることを言葉に出し

て認める。        ＜受容、承認＞

・同じ場にいる幼児同士を意識できるような言

葉を掛ける。       ＜受容、助言＞

・友達の姿を見てまねをしたくなった思いに

すぐに応え、動きを認めたり材料を提示し

たりする。   ＜提示、技術面の支援＞

・様々な素材や用具に触れる機会を設け、扱

い方を知らせ、遊びに取り入れられるよう

にする。    ＜提示、技術面の支援＞

・自分の思いを安心して出すことができるよ

う、個々の思いに寄り添い、相手に伝わる

ような話し方を知らせる。   ＜助言＞

・友達と一緒に遊んで楽しかったという思い

に共感する。         ＜共感＞

興味・関心 

・教師や周囲の幼児の動きに興味をもちやってみようとする。 

・身近な自然を取り入れて遊ぶ。 

・新しい素材や材料を使って遊ぶ。 

安定 

・自分から新しい環境に関わり気に入った遊びを見付ける。 

・自分が安定できる場や遊具で遊ぶ。（新入園児） 

・一緒にいたい友達と同じ遊びを楽しむ。 

共鳴 

・一緒にいたい友達と同じ遊びをする。 

表現欲 

・感じたままに表したり、何か

のつもりになったりして遊ぶ。 

想像力 

・身近な素材を使い遊びに必要な

物やイメージした物を作る。

・繰り返し遊ぶ中で自分なりのやり

方を試したり工夫したりする。 

・自分なりの表

現をする。 

解放感 

・友達や教師の動きを見て、体を

動かして遊ぶ楽しさを感じる。 
・砂や泥、水など自

然物に触れる。

爽快感 

・いろいろな動きを試しながら

十分に体を動かして遊ぶ。

模倣意識 

・友達と同じ物を身に付けたり、一緒に動い

たりする。
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・個々のイメージが実現できるような素材を用意し、自分で選び取れるよう環境を整える。 
・友達と遊びの場を作ることができるような囲いやついたてを用意する。 
・自分なりに試したり繰り返し挑戦したりできるよう場や時間を保障する。  

・一人一人の思いを受け止めながら、相手の気持

ちにも触れることができるよう、お互いの思い

を言葉にして伝える橋渡しをする。 
＜受容、助言＞

・思いがぶつかるときは双方の思いをくみ取りな

がら、相手の思いに気付けるよう仲介する。 
＜承認、助言＞

・それぞれの動きを認めることで、自分なりの表

現を楽しみながら、友達の動きにも目を向けら

れるようにする。      ＜受容、助言＞

・イメージや目的に合うような素材や材料を一緒に見付

けたり提示したりするなどして、自分たちで遊ぶ楽し

さを十分に味わえるようにする。     ＜提示＞

・幼児の力で作ることができる方法を提示するなど、イ

メージしたことを自分で実現できたと思えるような援

助をする。               ＜提示＞

・簡単なルールのある遊びを教師も一緒に楽しみながら、

遊びの面白さに気付かせていく。     ＜提示＞

・自分なりに考えたり試したりしている姿を見守り、そ

れぞれの状態に応じて相談にのったり、方向性を示し

たりする。          ＜見守り、励まし＞ 

・いろいろな材料や素材に触れ、遊びに取り入れる。 

・遊びに必要な物を工夫して描いたり作っ

たりして、それを使って友達と遊ぶ。

・友達と一緒に遊びの場を作り、イ

メージを出し合いながら遊ぶ。 

・自分の思ったことを言葉や動

きで表す。 

・友達の前で自分の思った

ことを表現する。 

・遊びの中で思いや考えを出し合いながら、友達と関わる。 
・自分の思いを相手に言葉で伝える。 

・友達の言葉や動きに気付

き、自分なりに応じる。 
・友達のイメージに気

付き、一緒に動く。

必要感 

・簡単なルールを守

って遊ぶ。 

満足感 

・自分の考えを出したり、友達と

力を合わせたりする。 
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表１－３ 意欲に関わる発達の過程 ＜５歳児＞ 

 

 

 

 

 

 

(
) 

・興味を引く、新しい素材や教材を用意する。 
・イメージに合う材料や用具を用意する。 
・体を動かして遊ぶ場を整える。 
・試したり、考えて遊んだりできる環境や時間を確保する。 
・友達と遊ぶことのできる場や時間を確保する。 
・友達との遊びのルールやイメージが明確になるよう、視覚的な教材を用意する。 

 
・新しい素材や材料、遊具や用具を提示し、使

い方を知らせ、自分たちで扱えるようにす

る。          ＜提示、助言＞ 

・自分で試したり工夫したりする姿を見守り、

できないときには方法を知らせたり技術面

の援助をしたりする。 
＜助言、励まし、承認、技術面の支援＞ 

・自分の思いを言葉にしたり、友達の言葉に耳

を傾けたりできるようにし、友達と気持ちを

伝え合えるようにする。 
＜助言、承認＞ 

・教師も一緒に遊び、遊び方やルールを共通に

して自分たちで進めていく楽しさを感じら

れるようにする。 
＜見守り、助言、承認＞ 

・幼児の興味・関心を受け止め、十分に考えた

り試したりできるようにする。 
＜見守り、承認＞ 

・安全で楽しい遊び方、遊び場の設定の仕方

を投げ掛け、考えて遊べるようにする。 
＜助言＞

・遊びのイメージを受け止め、一緒に考えた

り、助言したりして、自分で工夫することが

できるようにする。＜承認、助言、提示＞ 
・必要に応じて教師が橋渡し役となり、友達

と思いや考えを伝え合えるようにする。 
＜見守り、助言＞ 

・友達との遊びのルールやイメージを明確に

するための物を提示する。＜提示、助言＞ 

・関心をもったことを調べたり、友達に分か

るように伝えたりすることができるよう、視

覚的な教材を提示する。 ＜提示、助言＞ 
・友達と励まし合う姿や力を合わせる姿を認

め、チームで競い合って遊ぶ楽しさを感じら

れるようにする。       ＜承認＞ 

興味・関心 

・新しい遊具や道具、素材に関わる。 
・身近な動植物に関心をもち、試したり、

遊びに取り入れたり、調べたりする。 
表現欲 

・友達と遊びのイメージを出し合う。 
・友達と遊びに必要な物を工夫して作る。 

課題意識 

・遊びの目当てを見付け、挑戦する。 

・学級の課題を自分の課題として捉える。

安定 

・自分の思いや考えを出しながら友達と関わって遊ぶ。   ・自分の良さを知る。 
・自分の伝えたいことを言葉で伝える。 

先行経験の応用 

・素材や材料の特性が分か

り、遊びに取り入れる。

・友達の話を理解しようと耳を傾ける。

・イメージに合う遊具や材料を選ぶ。 

探究心 

・仕組みや本物らしさ

にこだわって作る。

解放感 

・進んで戸外に出て、友達

と体を動かして遊ぶ。 

必要感 

・友達と遊びのルールを確か

めたり伝え合ったりする。

スリル感 

・仲間やチームで競

い合って遊ぶ。 

期待感 

・友達とのつながりを感じて遊ぶ。 
・友達と遊びの続きをする。 
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・目的や用途に応じた素材や材料、用具を用意し、自分たちで選択できるようにする。 
・いろいろな運動遊びに取り組めるよう、用具を用意する。 
・文字や数字に興味・関心をもてるよう、視覚的な教材を整える。 
・友達と十分に話し合って遊ぶことができる場や時間を確保する。 
・友達との遊びのルールやイメージが共通になる教材を自分たちで扱えるように用意する。 

・必要な物を問い掛けたり、用途に合った物を提案した

りして、したいことが実現できるようにする。 
＜助言、承認＞

・友達と気持ちを伝え合う姿を認め、必要に応じて橋渡

し役となり、自分たちで遊びを進める楽しさを感じら

れるようにする。         ＜承認、助言＞

・友達との関わりの中で、一人一人が力を発揮している

姿を認め、友達の良さに気付くようにする。＜承認＞

・友達と考えを出し合う中で、一人一人の気持ちを確認

し、共通の目的が明確になるようにする。 
＜承認、助言＞

・友達と声を掛け合って遊ぶ楽しさ、成功したときの気

持ち良さに共感し、一緒に遊ぶ楽しさを味わえるよう

にする。                ＜承認＞

・幼児の発見や工夫を認め、自分から環境に関わって遊

ぶ楽しさを感じられるようにする。    ＜承認＞

・頑張っている姿を言葉にして認めながら、

見守ったり励ましたりし、挑戦しようとい

う気持ちをもてるようにする。 
 ＜承認、見守り、励まし、助言＞

・友達と思いや考えを受け止め合って遊ぶ姿

を認めるとともに、一人一人の良さやでき

るようになったことに共感し、互いの良さ

が伝わり合うようにする。   ＜承認＞

・幼児の興味・関心に共感し、取り入れて遊

ぶ楽しさに共感したり、憧れていることが

遊びの中で実現できるように方法を提示

したりする。 
＜共感、提示＞

・自分の経験を言葉にして、相手に分かるように表す。 
・友達と互いの良さや頑張りを分かる。 

 
・文字や数字を取り入れて遊ぶ。 
・身近な社会事象を遊びに取り入れる。 
・友達と疑問や発見を伝え合い、一緒に試したり調べたりする。 

 
・友達と考えを出し合い、

同じ目的をもつ。 

・遊びの目当てをもち、

繰り返し取り組む。 
・遊びの目当てをもち、

諦めずに取り組む。 

 
・自分たちなりの考えやイメ

ージを形にしようとする。 
・より本物らしい物を作

ろうとする。 
・友達と同じ目当てを

もって表現する。 

必要感 

・遊びに必要な物の数、人数、

大きさなどを考える。 

 
・友達と力を合わせる。 

・友達と励まし合ったり、

認め合ったりする。 

・自分たちで考えたル

ールを守って遊ぶ。

・遊びが楽しくなるための

ルールや方法が分かる。

・自分たちで役割

を分担する。 

成功感 

・役割や課題に取り組み、

できたことを喜ぶ。 
・自分の力が分かり、試したり、

繰り返し取り組んだりする。 

満足感 
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４ 検証保育 ３年保育３歳児 ９月下旬 
遊び出しに着目して意欲的に遊ぶ姿を引き出す援助を探るため、好きな遊びに取り組み始め

る場面を設定した。（「意欲に関わる発達の過程」に基づき、以下のように援助を導き出し、指

導案を作成した。）環境の構成や教師の援助が有効であったかを探るため、２名の対象児を挙げ

て観察を行った。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

Ｄ児の実態 

教師の援助があれ

ば意欲的に遊ぶ。 

Ｅ児の実態と教師の思い 

自分で遊びの場を作るが、その後遊びの場を転々として様々な遊び

に参加する。興味のある遊びを見付けて、自分の遊びを十分に楽し

めるようにするための手立てを探りたい。 

D 児に対する環境構成 
・教師の援助 

・したい遊びが始められるように場

を整える＜興味・関心を誘発する

物や場＞ 
・自分の遊びが認められるようにす

る＜承認＞ 

E 児に対する環境構成・教師の援助 
・自分の思いを動きで表したことを、教師が受け止

める＜安定＞ことで、興味のあるものと関わるこ

とができるようにする＜興味・関心＞ 
・友達と関わりたい思いを受け止め、相手とのつな

ぎ役として関わる＜共鳴＞ 

意欲的に遊ぶ姿（３歳児抜粋）

・自分の作った物で遊ぶ。 
・なりきって動く。 
・教師の動きをまねて遊ぶ。 
・近くにいる幼児と同じことを

する。 
・同じ場にいる友達や教師と関

わって遊ぶ。 
・自分の好きな遊びを繰り返 

す。 
・身近にある遊具を使って見立

てる。 

表１－１ 意欲に関わる発達の過程 ＜３歳児＞ 
（６・７ページ参照） 

 
 

・簡単に作成でき、すぐに遊びに使える素材を用意する。 
・したい遊びが始められるように遊具や場を整える。 
・見立てたり、身に付けてなりきったりできるような素材や遊具などを用意

する。 
・繰り返し好きな遊びができるよう場や遊具を確保する。 

 

・繰り返し遊ぶ楽しさに共感し、十分に時間を保障する＜受容、承認＞ 
・自分の思うものを形にしたり、見立てて遊んだりしている姿を認めた 

り、幼児の思いを形に表して提案したりする。＜承認、助言＞

・イメージに共感したり具体的に伝えたりして、個々のイメージを遊び 
につなげる。＜共感、助言＞ 

・遊びに必要な道具や適した場を知らせる。＜助言＞ 
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（１）検証保育当日の指導案（抜粋） 

３ 本時のねらいと内容  （○ねらい・内容） 
○ 自分から好きな遊びを見付け楽しもうとする。 
 ・気に入った遊具で遊んだり、自分のしたい遊びをしたりする。 
 ・好きな物になったつもりで遊ぶ。 
 ・遊びに必要な物を身に付けたり、作ったりする。 

・同じ場にいる友達のすることをまねる。 
○ したいこと、うれしいこと、困ったことなどを教師に言葉や態度で伝えようとする。 
 ・思ったことなどを教師に伝え、伝わったうれしさを味わう。 
４ 本時の流れ 

時間 活動の流れ      環境の構成・教師の援助 
12:30 

 

 

 

 

 

 

13:10 

○好きな遊びをする 
①お医者さんごっこ 
②ヘビのダンス 
③電車ごっこ 
④ウレタン積み木 
⑤ままごと 
など 
○片付けをする 

・興味をもって遊び出せるよう、遊具や場を整える。 
・一人ずつじっくり遊べるように場を区切ったり、互いの動

きが見えるように場を整理したりする。 
・見立てたり、簡単に作成できたりして遊びに使える素材を

用意する。 
・なりきって遊べるようなお面やスカートなどを用意する。

友達と同じ動きをすることや、同じ物を持つことを楽しめ

るよう、十分な数の遊具、用具を用意する。 

予想される遊びごとの教師の援助と環境構成（抜粋） 
○電車ごっこ 

＜幼児の実態＞ 
段ボールのサークルを持ち、電車に見立ててアナウンスしたり、動く様子を言葉にしたりし

ながら歩き回る。帽子をかぶる、椅子で駅を作るなど遊びに必要な物を用意し、身に付けて遊

ぶ。電車を作るためにウレタン積み木を使うなど、遊び方に変化もある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[意欲的に遊んでいる姿] 
・自分で作った物で遊ぶ＜興味・関心＞ 
・なりきって動いたり踊ったりする＜表現欲＞ 
・友達と同じ場所で動きをまねたり、同じようにしたりして遊ぶ＜模倣意識＞ 
・自分のしたい遊びを繰り返す＜安定＞ 

[教師の援助と環境の構成] 
・イメージに沿って遊びに参加し、見立てを承認する。＜承認、共感＞ 
・幼児の遊び方やなりきって遊んでいる姿を認める。＜見守り＞ 
・友達と一緒にいる姿を認めたりみんなの中で動く楽しさを支えたりする。＜承認＞ 
・同じ遊びを楽しめるよう、場や遊具を確保する。見てもらいたいという期待に応えら

れるよう客になって参加したり、盛り上げたりする。＜承認、励まし＞ 
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移動する 

（２）当日の幼児の姿の分析 【 遊び出しの８分間 】（電車ごっこの場面） 

  D 児…    E 児…    教師の思い…       
時間 １２：３０「今日も電車で遊びたいな」 

 
       

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

・D 児はつい立てを取りに行くが、電車ごっこには大きいと思われる物を取ろうとする。教

師の援助でちょうどいい大きさのつい立てがあることに気付き電車の形に置くことで遊び

が始まる。 
・教師は「修理します」など幼児の思いに寄り添って言葉を掛けながら、遊びを展開するのに

適した場や物を提示している。 
・前日までの様子から幼児がしたい遊びを予想し、それぞれの遊びの場が確保されるように整

理している。いつも遊んでいるところに自分の遊びの場所ができたことで、安心して遊びが

展開された。 

楽しかった遊びを今

日も繰り返したい。

＜安定＞ 

イメージする電車

の形を積み木で作

るのが楽しい。 

イメージしたものを

積み木で構成する。 
＜想像力＞ 

自分の場で遊ぶ。

＜安定＞ 

この前の電車ごっこをまた

したいな。いつもと同じとこ

ろに電車を作ろう。 

ウレタン積み木とダンボールの

つい立てなどで、電車に見立てた

場を構成する。 

電車の形に

合わせて積

み木を選ぶ。

「これダメ」と積み木を取

り戻し元の位置に置き直

す。「よし」と電話を置き

「行ってきます」と言って

運転する。 

お城ごっこで積み木

を使っている F 児が

「これ違う」と言って

E 児の積み木を動か

そうとする。 

電車ごっこをし

たい思いを受け

止め、遊びに適し

た大きさの仕切

りを提示する。

「修理します。もう少し広い場にしよう」

と E 児の電車を動かす。同じ積み木を使っ

ているお城の場と分け、それぞれのしたい

ことができるようにする。 

運転士の帽

子・操縦桿
かん

な

どを持ってき

て使う。 

＜イメージをもつ、遊びの動きを引き出す、友達と同じ物を身に付ける楽しさ

を感じることができるもの、自分の場を作って安心できるような物や遊具＞ 
運転士の帽子、操縦桿

かん

（レバーが動かせる箱）、電話機、適度な高さや大きさの

段ボールのついたて、ついたて止め 

E 児の電車 E 児の電車 
Dの電車

お城ごっこ 
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１２：３１「ぼくはここにしよう」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・D 児は教師に受け止められることで、電車に見立ててウレタン積み木を置き、空き箱で製作された

操縦桿
かん

を持ってくる、G 児と電車をつなげるなど、先週までは他児が行っていたことを、自分もや

ってみようとする動きが出てきた。 
・遊びのイメージを広げたり、手に取ったりできる道具を目の届くところに用意しておく、気付くこ

とができる言葉を掛けるなどの援助により、D 児のイメージが広がり、自分なりの動きを出すこと

につながった。 
・道具があることで遊びのイメージが膨らみ、擬音を発して心地よさを感じたり、友達と動きが共鳴

したり、それぞれの動きを出したりして楽しんだ。 

ダンボールのついたて

で電車を作ろうとする。 

教師の動かした位置

が自分の思いと違い

「ここ」と言って、積

み木を置き直す。 

G 児と同じ物を

身に付けたい。 
＜模倣意識＞ 

G 児と一緒に踏切音を出す。

「カンカンカンカン」 

G 児と同じ物をかぶ

ったり、持ったりし

て、一緒でうれしい。

今まで他の幼児がやって

いたことを自分もやって

みたい。＜模倣意識＞ 

前に操縦桿
かん

とウレタン積み木を

組み合わせていた子がいた。あれ

やりたいな。 

一緒にいたい友達と

関わる。 
＜共鳴＞ 

G 児と同じ運転士の

帽子をかぶる。操縦桿
かん

を持ってくる。 

E 児の電車と近く

になってうれし

い。 

D 児の電車

と近くなり、

ニコッと笑

い掛ける。 

「G ちゃん、運転手さ

んの帽子をかぶってい

ます。」と G 児の動き

を言葉に出す。 
イメージを広げられる

物（帽子、操縦桿
かん

）が

あることに気付くよう

な言葉を掛ける。 

「『ちょっと

まってて』だ

って。」と G 児

の言葉を繰り

返して、D 児

に伝える。 

「この前はブレー

キがきかなくてぶ

つ か っ ち ゃ っ た

ね。」と D 児、G 児

に前回の遊びを思

い出させる。 

電車が近くなっ

た。それぞれのイ

メージで遊びな

がら互いに刺激

し合って遊びを

楽しんでほしい。
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 D 児…    E 児…    教師の思い…      
時間 １２：３３「鉄砲を持って行こう」 

幼
児
の
姿 

 

教
師
の
援
助
と
環
境
構
成

□ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
児
・
Ｅ
児
の
心
の
動
き

 
 
 

意
欲
の
要
因 

 
 
 
 
 

分 

析 

・E 児は D 児と関わりたい思いがあり、何度か言葉を掛けたり中に入ったりしようとしてい

る。D 児は自分のしていることを楽しみ、E 児を中に入れようとしない。D 児は G 児との

つながりが拠り所となり、安心して自分の遊びに夢中になっている。 
・教師は D 児が自分で思いを出してきていることを捉えている。D 児や周りの幼児それぞれ

の場所に自分の道具が確保されるように場所を整理して道具を用意したり、動きを認める言

葉掛けをしたりしてそれぞれが自分の遊びを十分に楽しめるよう援助している。 

ブロックを取り

に行く。5 つつな

げたものを D 児

に渡す。 
「この鉄砲貸し

てあげるよ。」 

D 児に「つながってるって

ことね。」と言って D 児の

電車との間に積み木を置

き、つなげる。 

G 児が「いいよ」と言う。D 児は「本当に

つながってるの？」と言い、場に入らず、

G 児と電車の音を出して遊び続ける。 

ブロックの場所に行き、

「貸してください。」と

言ってブロックを選び

つなげる。H 児が「そん

なに小さくていいの？」

と差し出すが、返事はし

ない。 

早く D 児に

持って行っ

て見せたい。

鉄砲を作って D 児

に貸してあげよう。

仲間になりたいな。

D 児の電車と

つなげて一緒

に遊びたいな。

友達と関わりをもつことを期待する。

＜誘い掛け＞ 

D 児と G 児

の電車に乗

りたい。 

同じ場の友達とつながりを感じる。

＜共鳴＞ 

D 児は自分のしたい

ことが出せるように

なってきている。 

G 児、D 児、E 児と

も自分の場をもて

ているのが良い。 
＜遊びの新しい刺激になったり、見立て

る楽しさを感じられたりする遊具＞ 
ブロック（自由に組み変えることができ

る遊具） 
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１２：３４「一緒に乗りたいな」 

 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 
 
 
 
 

・Ｅ児の思いはなかなか通らないが、無理強いはしない。ブロックで作った鉄砲を手にしたり運転し

たりすることで気持ちを紛らわしている。 
・教師はＤ児が自分の思いを出せてきている様子を捉え、肯定的に受け止めている。 
・Ｅ児はブロックをつなげたものを「鉄砲」に見立てＤ児に渡したが、Ｄ児には「鉄砲」という意識

はない。Ｇ児がそれを持って行き、Ｄ児が使ってくれないのを残念に思っている。 

もう一度、ブロックを取りに

行く。三つつなげたものを目

に当ててのぞく。 
電車に戻り、「スピードを出

していく！バーン、バーン。」

と言う。ブロックを目に当て

ながら運転する。 

D ちゃん、こっ

ちを見てよ。 

安心できる場所ができた

ので、十分にその場所で

の遊びを楽しみたい。 
＜安定＞ 

「えー、ダメダメ。」

と言って E 児を入

れない。 

E 児が D 児に

渡した ブロッ

クをＧ児が持

って行く。 

「乗せて、ここ。」と

言って D 児の電車に

乗ろうとする。 

G 児と遊びたい。E
児の思いではなく、

自分のやりたいこと

をしたい。 

鉄砲は D 児にあ

げたのに。（G 児

が持って行っち

ゃった） 

それぞれの場でそれぞれの

イメージで遊んでほしい。

D 児が断っているのは自分

の思いを主張できていてい

いな。 
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 D 児…    E 児…    教師の思い…      
時間  １２：３５  「ここを離れても大丈夫かな」     １２：３６ 

幼
児
の
姿 

 

教
師
の
援
助
と
環
境
構
成

□

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
児
・
Ｅ
児
の
心
の
動
き

 
 
 

意
欲
の
要
因 

 
 
 
 
  

分 

析 

・Ｅ児はブロックを操縦桿
かん

のレバーや鉄砲、望遠鏡などに見立て、友達にアピールする道具と

して使っている。 
・D 児が場を離れる前に双方の幼児に遊びの続きができるよう、幼児同士をつなぐ言葉を掛

けることで、安心して D 児は場を離れることができ、二人の遊びが続いた。 
・遊び出しの場面では直接的な援助が多いが、遊びが安定してくるとそれぞれが安心して自由

な動きが出せるように見守る援助となっている。 

D 児に渡したは

ずのブロックを

G 児に「返し

て。」と言う。取

り合いになり、

三つ分だけ取り

返す。 

「トイレ。」と、トイレに行きた

くなったことを表す。G 児に場

を守ってもらうことで納得し、

場を離れる。 

ブロックの

場に行き

「バンバ

ン。」と H
児を撃つ。 トイレから戻る。G 児

の「守っておいたよ。」

の言葉で笑顔になる。

D 児の関心を引

きたい。 
＜共鳴＞ 

G ちゃんには鉄

砲を貸したくな

い。D ちゃんと

遊びたい。 

H ちゃんは

遊んでくれ

るかな。 

誰かと遊びた

い。 
＜誘い掛け＞

G 児に対して D 児がトイレ

に行きたいこと、一緒に遊ん

でいる大好きな G 児に「場

を守ってほしい。」と思って

いることを伝える。 

トイレに行きたい

けれどここを離れ

て大丈夫かな。 

G 児と一緒の場所にいる、つ

ながりを感じる。 
＜安定、共鳴＞ 

同じ形で場所が残っ

ていて、G 児も待って

いてくれてよかった。

教師が場を守るより

も G 児に守ってもら

った方が二人のつな

がりから D 児はうれ

しいのではないか。 
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１２：３７「オオカミが来た」 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

  

・E 児は D 児と関わりたい思いが受け入れられなくてもあきらめず、電車を近付ける、鉄砲を渡す、

望遠鏡でのぞきに行くなど、相手の状況をうかがいながら様々な方法でアプローチしている。 

・E 児は D 児と関わりたい思いを出し、様々な方法を考え試している。遊びとして成立していないよ

うに見える状況でも個々に思いがあり、それを受け止め理解することが援助の手立てとなる。 

ブロックを持っている E
児に「この電車の中では作

れないから、こっちで作っ

て。」と自分の電車の方に

来ないように言う。 

「ここにつながってる

の！」と言い、E 児が動

かそうとした積み木を押

さえる。 

ブロックの鉄砲でオオカミを

やっつけるイメージを G 児に

伝える。「オオカミが入ってき

ちゃうよ。」「バーン」 

ブロックを望遠鏡にしての

ぞきながらお城やお医者さ

ん、お家ごっこの場を見て回

る。 

D 児と G 児の電車の間に

積み木を追加する。「こ

れ、つながってるってこ

とね。」と言う。 

ブロックを望遠鏡のように覗

きながら、D 児と G 児の電車

に近付いたり離れたりする。

G 児との電車ごっ

こが楽しい。邪魔

されたくない。 

勝手に入ってこないで

ほしい。G 児と二人で遊

びたい。 オオカミを追い払お

う。

本当は D 児と遊び

たいけれど…他の

遊びはどんなか

な。 

やっぱり D 児の電車

とつなげたい。 

E 児はブロックで違う遊び

に興味が移ったのだろう

か。遊びの場を分けておい

たから D 児の遊びのイメー

ジが守られてよかった。 

ブロックを鉄砲や望遠鏡

に見立てる。 
＜想像力＞ 

一緒にいたい友

達と関わりたい。

＜安定＞ 
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D 児…   E 児…    教師の思い…      
時間 １２：３８「お客さんなら電車に乗ってもいいよ」 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

 
  

 
 
 

 

・E 児は電車を広くしようとしたがつい立てを借りることをあきらめ、F 児に鉄砲で撃つまね

をする。F 児にアクションを起こし、何らかの反応が返ってくることを期待していると思わ

れる。 
・D 児は G 児との電車ごっこが楽しく、乗ろうとする H 児をけん制する。教師が楽しい遊び

を邪魔されたくない D 児の思いを教師が受け止め「二人の電車なのね。」と声を掛けたこと

により、D 児は安心して、H 児をお客としてなら乗っていいことにし、遊びが続いた。 

電車に乗ろうとする H 児に「運転は

しちゃだめだよ。」と言うが、お客さ

んとして受け入れる。アナウンスを

する。「次は、さむらい駅。」 

「駅に着いた。」と言って電

話の受話器を受け取り、車内

放送のアナウンスをする。 

踊りの場のつい立てを取り

に行くがもらえそうにない

のであきらめる。 

F 児に「これ電車だよ。」と

言い「バン」と鉄砲で撃つま

ねをする。 

「ここは二人の電車なのね。」と言葉を掛

け、D 児と G 児の電車であることを認めつ

つ、H 児がお客になって関わることを受け

止める。 

二人の遊びを壊され

たくない。お客さんと

して入るなら仲間に

入れても良い。 

運転しよう…電車

を広くしようかな。

でもついたては貸

してもらえなさそ

うだ。

F ちゃんな

ら遊んでく

れるかな。

E 児の動きが多くなってき

た。E 児が好きな遊びを見

付けられるといいな。 
どんな物があると思いや動

きが出せるだろうか。 

自分たちの遊

びをしたい。 
＜共鳴＞ 

運転士になりき

って運転やアナ

ウンスをする。

＜表現欲＞ 
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＜考察＞ 
 

D 児 
 
 
 
 
 
 
 
                   

中期・長期的な視点に立って幼児の実態を適切に捉えて援助してきたことが、意欲的に遊ぶ

姿につながった。 
 

 E 児 
 

 
 
 
 
 
 

教師は E 児が遊びを転々としているので、じっくり自分の遊びを楽しめるようにしたいと願

っていたが、一見遊びになっていないように見える動きの中に E 児の思いがあった。この事例

を通して、遊びを見付けるまでの遊び出しの動きを丁寧に支えていくことが大切であると改め

て感じた。 
 
日常の保育では様々な場で遊びが展開し、一人一人の動きを全て見ることは不可能である。

だからこそ、個々の思いを丁寧に受け止め、外的誘因がどのように作用し新たな思いとなって

遊びの意欲となっていくのかを理解し、援助の手立てにしたいと考えた。 
その方法として、検証保育後、「意欲に関する発達の過程」表の見直しを図るとともにそれを

活用して援助を工夫し、Ｅ児の遊びを支えていったところ、事例（Ｐ22～23）のように変容が

見られた。 
 
７ 検証保育後の教師の援助とＥ児の変容 

Ｅ児の関心事として一緒に遊びたいＤ児への思いがあった。毎日積み木や段ボールのサーク

ル、椅子などを使って乗り物を作って遊ぶ姿があるのでその興味を認めながら、友達との関わ

りを喜び(共鳴)、よりＥ児が意欲的に遊びに取り組むことができるよう、援助を探り、実践し

た。 

したい遊びが始められるように場が整えられ、自分の遊びが認められるような教師の援

助があると、自分の思いを出して遊ぶことができた。 
入園当初は安心できる友達のしている遊びを一緒にすることが多かったが、２学期にな

り自分のしたいことを動きに出せるようになってきたことを捉えて援助してきたところ、

安心して自分の思いを出し、積極的に環境に関わって遊べるようになってきた。 

本時の遊びの中では、興味のある物や場でしたい遊びをするよりも D 児との関わりを

求める動きであった。その中でも、D 児や H 児、他の友達に様々な方法でアピールし、

相手の思いを感じ取り、また違うやり方で関わりをもとうとする姿があった。この姿から

3 歳児なりに考え、自分の出し方を調整していることが読み取れた。また、なかなか思い

が通らない中で他の遊びの様子をうかがいつつ、関わりをもとうとしていた。 
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Ｅ児の思い 
電車を作ろう。 
他の人は何をしている

かな、見に行こう。 

教師の思い 
いつも作っている電車。そこには＜興味＞  
あるだろう。その意欲を支えながら、同じ場にいる友達との関

わりから＜共鳴＞という意欲をもてるように援助していこう。

事例１ ９月下旬 作った場で遊ぶ 

Ｅ児は電車を作り、運転席に座るが、すぐに他の遊びの場に行こうとする。教師は「電車、

乗せてください。」と電車に乗り、Ｅ児が場を離れる時には「私が守っているからね、行ってら

っしゃい。」と教師が待っていることを伝える。 
Ｉ児がＥ児の電車の横に電車を作る。教師は、Ｉ児に「ここＥさんの電車なんだ、お留守番

してるの。」と伝える。しばらくするとＥ児が戻ってくる。教師は「Ｅさん、お帰りなさい。隣

にも電車走っているみたいだよ。」とＩ児の電車があることを伝える。Ｅ児はＩ児に「電車？Ｅ

のもこれから出発するの。」と言いながら運転席に座る。「一緒に走るってことにする？」と言

いながら自分の電車の運転席に着き、操縦桿
かん

を操作したり、アナウンスをしたりする。Ｉ児も

隣で運転やアナウンスをする。 
教師が降りた後もＥ児とＩ児はそれぞれの電車に座りながらアナウンスをしたり、おしゃべ

りをしたりしている。 
電車を作ったＥ児だが、友達との関わりを求めてすぐに場を離れようとしていた。教師は、

Ｅ児が場を離れても「守っているね。」と場を確保したり、電車のイメージに共感し続けたりし

た。Ｅ児の電車で遊ぶ教師とＩ児とのやり取りから、Ｅ児はＤ児とアナウンスをするなど共通

のイメージで関わって遊ぶことができた。興味をもって始めた電車の遊びの中で、イメージを

楽しみ、友達と関わって遊び、意欲をもって遊びを楽しむことができた。 
 

事例２ 10 月中旬 自分のイメージで遊ぶ楽しさ 

 遠足で一人ずつチケットを係員に渡し、新幹線の乗り物に乗った。 
後日、Ｅ児が新幹線を作ると、製作コーナーで小さく切った紙にクレパスで絵を描き「チケ

ット。これで新幹線乗れます。」と見せる。教師は「そうか、新幹線に乗るにはチケットがいる

のね。いい考え。」とＥ児の作ったチケットをもらい新幹線に乗せてもらう。「チケットで乗れ

るんだって。」と近くの幼児に知らせると、Ｅ児は「これで乗れます。」とチケットを渡し、客

を乗せることを喜んでいた。 
この後、Ｅ児は自分の作った場を中心に遊ぶことが多くなり、教師はＥ児が作った遊びのイ

メージに沿いながら、友達との関わりを支えるようにした。Ｅ児は、積み木を使って乗り物ご

っこをする中で、自分の見立てた物を楽しみ、友達との関わりをもちながら、意欲的に遊ぶ姿

Ｅ児の思い 
遊びの中で自分で作 
った物で遊ぶのが楽しい 
＜想像力＞。 

教師の思い 
Ｅ児の作ったものや見立てたもので遊び＜承 

認＞、遊びに対する意欲＜想像力＞を高めて 

いけるようにしよう。

という要因が

− 22 −



23 

が見られるようになった。その中で、Ｄ児だけではなくいろいろな友達との関わりを喜びなが

らじっくり遊びを楽しむようになってきた。 
事例３ 10 月下旬 遊びを通してＤ児と関わる 

 Ｅ児は画用紙に丸を描き、積木に貼って宇宙船の操縦席を作る。教師は「ここは何のスイッ

チかな。」とスイッチを押すまねをすると、「これはドアが開きます。」と言って段ボールの仕

切りを動かして中に誘う。「ピ、飛んでます。」など丸を押しながら宇宙船が飛ぶイメージで遊

ぶ。Ｄ児が隣でＥ児と教師のやり取りを眺めている。「Ｅさんの宇宙船、スイッチを押すと動

くんだって、楽しいな。」と言う。Ｅ児が「Ｄさんも乗る？」と聞くと、Ｄ児は「乗る。」と言

って近くに来る。Ｅ児は「ピ、ドア開きます。」と段ボールを動かして誘い入れ、操作ボタン

を押しながら、「動きます。」「着きました。」などとアナウンスをする。教師は「Ｄさん、Ｅさ

んの宇宙船かっこいいでしょう。乗せてもらってよかったですね。」と言う。 

 
事例４ 11 月上旬 Ｅ児とＤ児が一緒に場を作り遊ぶようになる 

 Ｅ児が電車の場で、画用紙に描いた操作ボタンを積み木に貼る。Ｄ児が隣に椅子と段ボール

の仕切りを運んでくる。Ｅ児が「つなげる？」と聞くとＤ児は「うん。」と言って場をつなげ

る。Ｅ児が「新幹線ね。ここで運転するの。」と自分の操作ボタンのある場を指さす。Ｄ児も

「僕もここで運転するのね。」と椅子の前に操縦桿
かん

を置く。教師は「Ｅさんの運転するところ

も、Ｄさんの運転するところもあるんだね。」と、それぞれ自分の作った場で操作して遊ぶ姿

を認める。Ｅ児は「チケット、チケット。」と以前作ったチケットを持ってきて教師に渡し、「こ

こから乗れます。」と段ボールを動かして教師を招き入れる。教師は「これで新幹線に乗れる

のね、お願いします。」とチケットをＥ児に渡す。Ｅ児、Ｄ児がそれぞれにボタンや操縦桿
かん

を

動かしながら、「～駅です。」「もうすぐ着きます。」など新幹線の動くイメージを言葉にしてい

る。Ｅ児が「着きました。」とドアを開ける。教師は「ＥさんとＤさんの新幹線、二人運転手

さんがいていいですね。」と認める。Ｅ児は「新幹線、チケットありますよ。乗れますよ。」と

他の幼児も誘いに行く。Ｄ児は製作コーナーに行き、チケットを作って新幹線に戻ってくる。

Ｄ児は「こちらもありますよ。」と他の幼児にもチケットを渡す。それぞれの場にお客さんを

乗せたり、アナウンスをしたりする。 

Ｅ児の思い 
Ｄ児と同じ場 

で遊ぶ中で、自分の遊

びを楽しみたい 

＜表現欲、共鳴＞。

教師の思い 
友達との遊びの中で、それぞれの思いを出してい 

る姿を認めたり、思いを引き出すように関わったりしよう 

＜受容＞。友達と同じ動きをすることを認めたり、互いに喜

んだりできるように気持ちに気付かせたりしよう＜承認＞。

Ｅ児の思い 

遊びのイメージを表現 

したり、見立てたり 

＜表現欲＞して遊ぶのが楽しい。 

教師の思い 
自分なりに思いを言葉や行動に表して 

遊ぶ姿を認めながら＜見守り＞、一緒に遊びたい友

達と同じ場で遊べるように援助しよう＜共鳴＞。 
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教師は、Ｄ児と一緒に遊べたＥ児の思いに共感したり、Ｅ児の遊びの面白さをＤ児に伝えた

りして、＜受容、励まし＞の援助を行ってきた。Ｅ児は自分のイメージで遊ぶ楽しさとともに、

Ｄ児と一緒に遊ぶ楽しさも味わうことができた。 

 

意欲の発達の過程を踏まえ、幼児の意欲の要因を的確に捉え、それに応じた教師の援助を行

うことで、幼児がさらに意欲をもち遊びに取り組むことができることが分かった。 

 

Ⅵ 研究のまとめ 

○遊び出しの場面において「意欲に関わる発達の過程」の表を踏まえた援助を行うことが、意

欲的に遊ぶ姿を引き出すために有効であることが分かった。「意欲に関わる発達の過程」に

中・長期的な見通しをもち、前日までの遊びの様子や幼児の実態を捉え、幼児一人一人の心

の動きやその中で何が育とうとしているのかを適切に読み取ることで、援助や環境構成を導

き出すことができる。遊び出しにおける適切な援助が、意欲的に遊ぶ幼児を育てると考えら

れる。 

○遊び出しの場面に着目して幼児の姿を見ていくことで、一人一人の心の動きを丁寧に見るこ

との必要性が明らかになった。検証保育では、遊び出しからの８分間という短い時間の中で、

視線や言葉、ささいな動きの中に幼児の様々な心の動きを読み取ることができた。幼児の動

きや言葉には一つ一つ意味があり、一見「遊び」として成立しないように見える時やうまく

思いが通らない場面でも、意欲の元になる思いがあって、それが次の行動につながっている。

幼児の言動を深く分析し、「意欲における発達の過程」の表を活用して援助を工夫し対象児の

遊びを支えていったところ、大きな変化が見られた。 

○「意欲の構造」を基に幼児の遊びを読み取ることで、学年によって表れる意欲の要因やその

内容に違いがあることが分かった。心の安定が基盤となり、内発的誘因と外発的動因が相互

に作用して意欲が生み出されることを踏まえて、援助や環境構成を考えていく必要性を共通

理解した。 

 

Ⅶ 今後の課題 

今回は「遊び出し」に着目し、意欲の基となる要因や心の動きを読み取ることに主眼を置き、

研究を進めてきた。その結果、幼児の言動を深く分析し、多様な視点で読み取れるようになっ

たことが成果として挙げられる。 
しかし「意欲の構造」の図や「意欲に関わる発達の過程」の表については、試案の段階であ

る。今後はこれらの図や表の精度を高め、研究成果を生かしながら、遊び出しの場面を支える

とともに、幼児が心を動かし遊び始めたときに、意欲が膨らんだり新たな意欲へとつながった

りするような教師の援助や環境の再構成について更に考え、日常の保育の中で実践していきた

い。 
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